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Ｉ 
最
近
、
曰
共
・
全
解
連
は
、
国
民
融
合
論
の
理
論
展
開
は
さ
け
、

も
っ
ぱ
ら
「
部
落
解
放
基
本
法
」
反
対
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
精
力
を

集
中
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
の
彼
ら
の
「
基
本
法
」
反

対
論
の
検
討
を
、
三
つ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
は
、
全
解
連
書
記
長
の
村
崎
氏
の
論
文
で

あ
り
、
資
料
の
二
は
解
放
同
盟
滋
賀
県
連
の
飯
田
富
一
・
元
書
記
長

の
意
見
書
と
大
阪
府
堺
市
教
組
の
見
解
、
資
料
の
三
と
し
て
一
月
一
一

○
日
付
「
赤
旗
」
評
論
版
の
杉
之
原
寿
一
論
文
を
検
討
材
料
と
し
て

い
き
ま
す
。

特
集
１

〈
村
崎
論
文
に
つ
い
て
〉

曰
共
・
全
解
連
書
記
長
の
村
崎
氏
は
、
非
常
に
鼻
息
き
高
く
、

、
曰
共
・
全
解
連
の
「
基
本
法
」
反
対
論

「
部
落
解
放
基
本
法
」
反
対
論
の
検
討

「
基
本
法
」
反
対
の
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
機
関
紙

「
解
放
の
道
」
八
五
年
十
一
月
五
日
号
の
「
地
対
法
後
の
『
全
解
連

見
解
』
の
政
策
的
優
位
性
と
実
践
的
課
題
Ｉ
『
見
解
』
の
学
習
と

普
及
に
あ
た
っ
て
Ｉ
」
か
ら
少
し
引
用
し
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
村
崎
論
文
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
へ
「
見
解
」
を
ひ

ろ
め
て
「
基
本
法
」
制
定
に
反
対
せ
よ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
対
法
最
終
年
度
の
政
府
予
算
の
概
算
要
求
が
出
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

地
対
協
を
は
じ
め
各
界
で
の
本
格
的
な
論
議
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
「
全
解
連

見
解
」
そ
の
も
の
が
「
基
本
法
」
へ
の
有
効
な
批
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
見
解
」
の
普
及
は
「
基
本
法
」
を
無
力
と
す
る
最
大
の
武
器
で
あ
る
こ
と

に
確
信
を
も
ち
、
い
ま
こ
そ
、
全
解
連
の
側
か
ら
攻
勢
的
に
県
・
市
町
村
・

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
界
へ
「
解
同
」
の
策
動
を
封
じ
こ
め
る
気
概
を
も

っ
て
「
見
解
」
を
提
起
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
「
解
放
の
道
」
同
号
四
五
頁
）

大
賀
正
行

■￣■亟雲
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「
基
本
法
」
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
現
行
地
対
法
も
打
ち
切
り
た
い

と
切
望
し
て
い
る
自
民
党
タ
カ
派
の
連
中
を
大
い
に
喜
ば
せ
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
言
い
た
い
こ
と
を
こ
と
も
あ
ろ
う
に
日
共
・
全
解
連
が

す
べ
て
言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
大
喜
び
で
す
。
こ
の
自

共
合
作
の
最
悪
の
姿
が
、
今
、
大
阪
市
議
会
に
お
い
て
見
ら
れ
ま

す
。
大
阪
市
は
、
全
国
に
先
が
け
て
同
和
対
策
室
を
作
り
、
同
和
教
育

基
本
方
針
を
打
ち
出
し
、
同
和
行
政
の
全
国
の
先
進
的
モ
デ
ル
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
阪
市
の
議
会
が
昨
年
末
に
行
な

っ
た
議
会
決
議
は
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
を
妨
害
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
、
全
国
各
地
の
自
治
体
議
会
で
、
「
部
落
解
放
基

本
法
」
制
定
を
求
め
る
決
議
が
あ
い
つ
い
で
お
り
、
「
基
本
法
制
定

を
求
め
ろ
」
と
端
的
に
表
わ
す
も
の
や
「
基
本
的
な
法
の
制
定
」
、

「
な
ん
ら
か
の
法
的
措
置
の
検
討
」
な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
多
様

な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
大
阪
市
議
会
決
議
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
時
限
法
た
る
」

の
字
句
を
入
れ
、
「
基
本
法
」
を
避
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
崎
論
文
は
、
「
基
本
法
」
制
定
闘
争
を
無
力
化
す
る
最
大
の
武

器
が
「
全
解
連
見
解
」
だ
と
し
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
普
及
さ
せ
て
い

け
、
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
村
崎
論
文
は
「
全
解
連

見
解
」
の
解
説
書
的
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

以
下
に
要
点
を
引
用
し
ま
す
。

３
、
部
落
解
放
運
動
の
あ
り
方
と
し
て
、
部
落
住
民
の
同
和
行
政
か
ら
の

主
体
的
な
自
立
を
促
進
し
、
｜
般
行
政
へ
の
移
行
の
必
然
性
と
社
会

的
交
流
の
拡
大
、
そ
の
た
め
の
自
主
的
で
主
体
的
な
力
量
を
強
化
す

る
重
要
性
を
よ
り
明
確
に
し
た
。

点
で
す
。

こ
れ
に
反
し
、
「
解
同
」
の
「
基
本
法
」
、
同
和
会
の
地
対
法
単
純
延
長

の
主
張
は
、
い
ず
れ
も
、
同
和
対
策
事
業
十
六
年
間
の
功
罪
を
不
問
に
付

し
稲
総
括
ぬ
き
で
、
し
か
も
、
部
落
の
現
状
を
非
科
学
的
に
解
釈
し
、
部
落

の
変
化
、
発
展
を
無
視
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
事
業
を
い
っ
そ
う
肥
大
化
さ
せ
、
部
落
住
民
を
半
永
久
的
に
同

和
行
政
に
依
存
さ
せ
、
あ
ま
つ
さ
え
「
基
本
法
」
で
差
別
の
法
規
制
ま
で
も

く
ろ
ん
で
、
憲
法
に
違
反
し
、
部
落
解
放
を
永
遠
の
彼
方
へ
追
い
や
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

以
上
の
点
か
ら
、
全
解
連
と
「
解
同
」
、
同
和
会
の
主
張
の
基
本
的
な
相

違
点
は

①
半
永
久
法
か
時
限
法
か
。

②
同
和
行
政
へ
の
依
存
か
自
立
か
。

③
差
別
の
法
的
規
制
か
自
由
な
啓
発
か
。

で
あ
り
、
き
わ
め
て
明
解
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
、

部
落
解
放
運
動
、
同
和
行
政
の
性
格
か
ら
い
っ
て
そ
の
成
否
は
明
ら
か
で

す
。こ
の
三
つ
の
相
違
点
を
政
策
的
、
実
践
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

（
同
前
四
六
頁
）

村
崎
論
文
が
要
約
し
た
「
三
つ
の
相
違
点
」
す
な
わ
ち
①
半
永
久

法
か
時
限
法
か
、
②
同
和
行
政
へ
の
依
存
か
自
立
か
、
③
差
別
の
法

的
規
制
か
自
由
な
啓
発
か
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
が
、
資
料
こ
の

飯
田
意
見
書
が
こ
れ
ら
の
点
を
い
っ
そ
う
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

こ
の
論
理
は
、
「
特
措
法
を
打
ち
切
り
た
い
」
「
行
革
を
断
行
し
、

教
育
や
福
祉
を
打
ち
切
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
連
中
に
は
、
ビ
ッ

ク
リ
の
理
屈
で
す
。
昨
年
十
月
三
○
日
の
「
法
」
中
央
実
行
委
員
会

主
催
の
総
務
庁
交
渉
の
場
で
、
熊
代
同
対
室
長
は
こ
れ
と
同
様
の
発

言
を
し
、
参
加
者
か
ら
「
お
前
は
共
産
党
か
」
と
ヤ
ジ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
交
渉
後
に
熊
代
室
長
が
「
最
近
は
彼
ら
（
全
解
連
）
の
方
が

私
た
ち
の
主
張
に
接
近
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
に
は
一
番
理
解
し

や
す
い
論
理
で
す
」
と
本
音
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

「
法
打
ち
切
り
」
を
ね
ら
う
政
府
・
自
民
党
に
と
っ
て
好
都
合
の
理

屈
を
日
共
・
全
解
連
は
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

曰
共
・
全
解
連
は
「
行
革
反
対
」
と
一
方
で
は
唱
え
な
が
ら
、
こ

と
同
和
行
政
に
関
し
て
は
「
同
和
予
算
を
削
減
せ
よ
」
「
所
得
制
限

を
導
入
せ
よ
」
等
々
、
い
わ
ば
「
行
革
」
を
も
っ
と
や
れ
、
と
主
張

し
て
い
る
の
で
す
。
行
革
に
反
対
な
の
か
賛
成
な
の
か
－
体
ど
ち
ら

が
日
共
・
全
解
連
の
本
音
な
の
か
。
こ
の
二
枚
舌
の
実
態
を
も
っ
と

多
く
の
人
々
の
前
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
「
見
解
」
の
真
髄
と
「
基
本
法
」
と
の
政
策
的
相
違
点
〉

「
全
解
連
見
解
」
は
、
「
事
業
の
完
了
と
自
立
・
融
合
を
め
ざ
す
五
年
を

期
限
と
す
る
時
限
立
法
」
を
柱
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
真
髄
は
、
地
対
法
後
の
同
和
行
政
を
、

①
部
落
内
外
の
格
差
是
正
と
い
う
立
場
か
ら

②
一
般
行
政
を
補
完
す
る
特
別
措
置
と
い
う
位
置
づ
け
の
も
と
に

③
残
さ
れ
た
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
立
と
融
合
に
役
立
つ
事
業

に
限
定
化
し

④
一
般
行
政
に
移
行
す
る
た
め
の
経
過
措
置
と
い
う
性
格
を
も
っ
た

⑤
事
業
の
完
了
と
自
立
・
融
合
を
め
ざ
す
五
年
を
期
限
と
す
る
新
た
な

時
限
立
法

を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
「
見
解
」
は
、
運
動
自
ら
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
部

落
住
民
が
同
和
行
政
か
ら
主
体
的
に
自
立
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
運
動
と
部

落
内
外
の
協
力
・
共
同
の
た
た
か
い
を
通
じ
て
、
社
会
的
交
流
・
融
合
を
実

現
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
を
培
い
準
備
す
る
集
団
・
組
織
づ
く
り
を
提

起
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
「
見
解
」
は
、
特
別
措
置
と
し
て
同
和
行
政
が
担
う
べ
き
責
務

と
運
動
と
住
民
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
を
区
分
し
、
三
つ
の
側
面
か
ら
論
及

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

１
、
政
府
の
第
一
義
責
務
を
果
た
さ
せ
、
財
政
問
題
も
含
め
て
、
あ
く
ま

で
も
政
府
の
責
任
で
同
和
対
策
事
業
を
実
施
し
完
了
さ
せ
る
こ
と
。

２
、
事
業
主
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
が
主
体
性
を
貫
ぬ
き
、
計
画
的
に
し

か
も
公
正
・
民
主
、
公
開
、
住
民
合
意
の
同
和
行
政
を
確
立
す
る
こ
と
。

〈
飯
田
意
見
書
に
つ
い
て
〉



Ｃ ４
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
滋
賀
県
に
は
全
解
連
は
な
く
、
日
共
系
の
人
々
も

部
落
解
放
同
盟
滋
賀
県
連
合
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
部
落
解
放
同

盟
は
大
衆
団
体
で
す
か
ら
、
意
見
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
決
定
さ
れ

た
方
針
を
守
り
行
動
す
る
な
ら
、
た
と
え
曰
共
党
員
で
あ
っ
て
も
同

盟
に
参
加
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
全
解
連
を
作
ら
ず
解
同
滋

賀
県
連
内
に
と
ど
ま
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
が
、
こ
の
飯

田
富
一
氏
な
の
で
す
。
そ
の
飯
田
氏
が
、
今
回
「
意
見
書
」
を
出

し
、
各
方
面
に
配
布
し
、
公
然
と
部
落
解
放
同
盟
の
方
針
に
反
対

し
、
早
く
除
名
し
て
く
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
行
為
に
出
て
き
ま
し

た
。
ど
う
も
滋
賀
に
全
解
連
を
作
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

を
固
め
た
よ
う
に
も
受
け
と
れ
ま
す
。
一
月
七
日
付
の
「
意
見
害
」

で
飯
田
氏
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

５「部落解放基本法」反対論の検討

こ
の
よ
う
に
「
飯
田
意
見
書
」
は
、
「
地
区
指
定
を
段
階
的
に
解

消
し
、
同
和
事
業
か
ら
自
立
を
促
進
す
る
こ
と
こ
そ
…
今
、
切
実
に

求
め
ら
れ
て
い
ろ
」
と
い
い
切
り
、
政
府
・
自
民
党
が
声
高
に
叫
ん

で
い
ろ
〃
自
立
〃
〃
自
助
努
力
〃
と
全
く
同
じ
論
拠
が
み
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
続
け
て
、

一
、
部
落
差
別
を
半
永
久
的
に
残
す
「
基
本
法
」

こ
れ
に
は
絶
対
、
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
（
地
対
法
）
は
、
あ
と
、
一
年
有
余
で
期
限

ぎ
れ
を
む
か
え
ま
す
が
、
同
盟
中
央
は
、
そ
の
後
の
法
的
措
置
と
し
て
、

「
部
落
解
放
基
本
法
」
（
基
本
法
）
構
想
に
お
き
、
そ
の
制
定
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
、
「
基
本
法
」
構
想
は
期
限
の
な
い
永
久
法
で
あ
り
、

し
か
も
、
同
和
対
策
事
業
の
進
展
や
住
民
の
努
力
、
国
民
の
協
力
な
ど
に

よ
っ
て
、
同
和
地
区
と
周
辺
地
域
と
の
格
差
が
な
く
な
っ
た
後
も
、
特
別

全
体
の
問
題
で
は
な
く
、
｜
部
の
特
定
の
地
区
、
特
定
の
層
に
問
題
が
残

さ
れ
、
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
市
町

村
や
地
区
間
に
著
し
い
不
均
衡
、
格
差
が
み
ら
れ
、
同
じ
地
区
内
で
あ
っ

て
も
、
年
令
が
高
く
な
る
ほ
ど
「
低
学
歴
」
や
「
不
安
定
就
労
・
」
が
多

く
、
若
い
世
代
で
は
殆
ど
「
自
分
と
関
係
な
い
問
題
」
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
か
、
「
低
位
の
実
態
」
に
し
て
も
、
地
区
の
ど
の
世
帯
に
も
共
通
に
み

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
層
に
み
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
い
ま
大
切
な
こ
と
は
、
大
津
市
の
「
見
直
し
、
四
原
則
に

よ
る
検
討
委
員
会
」
が
提
起
し
た
よ
う
に
、
「
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、
事

業
内
容
と
施
策
対
象
を
必
要
な
も
の
に
限
定
し
、
段
階
的
に
解
消
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

同
盟
中
央
の
い
う
よ
う
に
、
「
基
本
法
」
に
よ
っ
て
認
総
合
的
な
施
策

を
総
花
的
に
一
層
、
肥
大
化
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
差
別
の
一
番
、

基
礎
に
な
っ
て
い
る
部
落
の
生
活
環
境
の
改
善
」
が
す
ん
だ
と
こ
ろ
は
、

法
律
に
よ
る
「
地
区
指
定
」
を
段
階
的
に
解
除
し
、
同
和
対
策
事
業
か
ら

自
立
を
促
進
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
後
の
「
同
和
行
政
の
あ
り
方
と
し
て
」
、

守
一
。

い
一
一
一
、
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

施
策
で
あ
る
同
和
対
策
事
業
、
本
来
、
社
会
福
祉
で
あ
る
べ
き
個
人
へ
の

金
銭
給
付
や
負
担
の
減
免
な
ど
含
め
、
そ
の
出
身
ゆ
え
に
、
半
永
久
的
に

続
け
ろ
と
言
う
こ
と
に
な
り
大
変
な
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
そ
の
「
出
身
」
と
い
う
、
同
和
行
政
の
属
地
、
属
人
の
原
則

に
基
づ
く
、
｜
‐
身
分
‐
一
の
選
別
を
引
き
続
き
残
す
結
果
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
「
出
身
」
と
い
う
「
選
別
」
さ
れ
た
「
身
分
」
の
世
襲
化
を

伴
い
説
そ
の
「
出
身
・
身
分
」
を
半
永
久
的
に
固
定
化
し
て
し
ま
い
ま

｛
９
．
 こ
れ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
共
通
の
願
い
で
あ
る
、
「
二
十
一
世
紀
に
部

落
差
別
を
持
ち
越
さ
な
い
」
と
い
う
展
望
を
閉
ざ
し
、
部
落
解
放
の
悲
願

を
彼
方
へ
追
い
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
基
本
法
」
の
制
定
に
、
「
滋
賀
の
運
動
」

と
し
て
、
絶
対
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
、
私
の
意
見

の
根
本
的
な
願
い
な
の
で
す
。

二
、
解
消
し
つ
つ
あ
る
部
落
差
別

事
業
の
見
直
し
、
段
階
的
解
消
こ
そ
必
要

同
対
審
答
申
以
来
二
十
年
、
同
対
法
制
定
以
来
十
七
年
間
に
お
よ
ぶ
同

和
対
策
事
業
推
進
の
結
果
、
一
部
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
な
お
問
題
を
残

し
て
い
る
も
の
の
、
同
和
地
区
住
民
の
生
活
実
態
、
物
的
環
境
の
改
善

は
、
相
当
に
進
み
、
住
民
の
努
力
と
国
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
心
理
的
差

別
の
解
消
も
、
あ
る
程
度
ま
で
進
ん
で
き
た
こ
と
は
、
地
対
協
意
見
具
申

や
関
係
機
関
・
団
体
等
の
調
査
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
す
。

今
日
、
部
落
差
別
は
基
本
的
に
解
消
の
方
向
に
む
か
っ
て
進
ん
で
い
る

の
で
す
。
い
ま
問
題
な
の
は
、
環
境
で
も
教
育
で
も
就
労
の
問
題
で
も
、

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
部
落
解
放
運
動
の
あ
り
方
」
は
、
「
部
落
差
別

を
解
消
す
る
た
め
に
、
い
ま
過
度
的
に
は
特
例
的
な
行
政
措
置
が
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
最
終
責
任
は
地
区
住
民
と
運
動
団
体
の
側
に
あ
り
ま
す
」
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
部
落
民
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
、
絶
対
の
解
放
を

期
す
」
と
宣
言
し
た
、
水
平
社
の
綱
領
を
思
い
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
観
点
か
ら
今
後
の
「
要
求
と
運
動
の
あ
り
方
」
を
見
直
し
、
自
分
た

ち
の
側
か
ら
差
別
の
垣
根
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
自
戒
し
、
民
主
的
で
社

会
的
道
理
の
あ
る
国
民
的
な
連
帯
と
交
流
・
融
合
を
促
進
し
て
、
二
日

も
早
く
同
和
対
策
を
必
要
と
し
な
い
時
代
を
つ
く
る
た
め
に
一
層
努
力
す

る
」
と
言
う
観
点
が
大
切
で
す
。

…
：
…
・
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
・
…
…
：
（
中
略
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
自
民
党
政
調
会
長
通
達
（
大
阪
興
信
所
条
例
の
）

が
、
「
部
落
差
別
の
解
消
は
、
啓
発
・
教
育
中
心
で
解
決
す
べ
き
で
あ
り
、

法
的
規
制
」
は
、
「
地
対
協
の
意
見
具
申
」
や
「
地
対
法
の
理
念
に
逆
行

す
る
」
と
き
び
し
く
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。

「
自
由
な
意
見
交
換
が
困
難
な
ま
ま
で
は
、
啓
発
効
果
は
期
待
で
き
な

い
」
（
地
対
麓
意
見
具
申
）
の
で
す
。
今
後
の
「
啓
発
活
動
の
あ
り
方
」

は
、
自
分
か
ら
「
差
別
の
垣
根
」
を
つ
く
ら
な
い
で
、
「
長
き
差
別
の
悪

し
き
遺
産
」
を
一
掃
す
る
た
め
、
お
互
い
に
「
過
去
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る

意
識
」
を
水
に
流
し
、
お
互
い
が
「
改
め
る
べ
き
点
は
、
改
め
」
て
い

く
、
そ
の
た
め
「
差
別
と
言
う
の
は
、
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
」
「
そ
ら
あ
、

私
ら
も
つ
い
う
っ
か
り
差
別
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
」

「
そ
の
た
め
の
地
区
懇
で
す
が
な
」
と
言
う
よ
う
な
、
「
自
由
な
意
見
交
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７「部落解放基本法」反対論の検討

こ
の
よ
う
に
飯
田
氏
は
、
部
落
差
別
こ
そ
が
部
落
の
人
々
を
教
育

や
仕
事
か
ら
疎
外
し
、
部
落
の
低
位
性
や
社
会
的
進
出
を
は
ば
ん
で

き
た
と
い
う
事
実
は
全
く
無
視
し
、
部
落
の
側
が
「
自
立
せ
よ
」

と
、
木
末
顛
倒
し
て
主
張
し
、
か
つ
て
融
和
主
義
者
が
部
落
大
衆
に（１
）
 

お
こ
な
っ
た
よ
う
に
説
教
一
こ
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
政
調
会
長
通
達

を
大
い
に
評
価
す
る
に
い
た
っ
て
は
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
す
。

彼
の
考
え
て
は
、
同
和
行
政
は
必
要
悪
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
早
く
同
和
行
政
を
な
く
す
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
す
る
の

で
す
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
言
い
方
が
た
と
え
ば
「
解
放
運
動
が
な
く

な
る
日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
」
と
か
「
部
落
解
放
研
究
所
が
そ
の
使

命
を
終
え
必
要
で
な
く
な
る
日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
」
と
か
の
言
い

方
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
論
法
は
注
意
し
な
い
と
本
末
顛

倒
し
た
論
理
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
部
落
差
別
を
な
く
す
と
い
う

こ
と
が
第
一
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
部
落
差
別
が
な
く
な
れ
ば
差
別
を

な
く
す
た
め
の
運
動
も
研
究
も
当
然
、
必
要
で
な
く
な
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
部
落
解
放
の
運
動
や
研
究
が
一
日
も
早
く
必
要
で

な
く
な
る
曰
が
来
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
部
落
差

運
動
は
そ
ろ
そ
ろ
手
じ
ま
い
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
結
論
づ

け
印
象
づ
け
る
と
こ
ろ
に
彼
ら
の
間
違
い
が
あ
る
の
で
す
。

歴
史
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
部
落
解
放
の
方
向
で
あ
り
、
部
落

解
放
運
動
は
そ
の
方
向
の
実
現
に
む
け
て
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
な
お
部
落
差
別
の
き
び
し
い
実
態
が
存
在
し
、
最
近
で
は
、

悪
質
な
部
落
差
別
事
件
が
続
発
し
て
い
ろ
。
従
っ
て
、
一
層
決
意
を

固
め
と
り
く
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
を
こ

の
よ
う
に
た
て
る
べ
き
で
す
。

神
戸
大
の
杉
之
原
寿
一
氏
は
、
神
戸
市
役
所
で
部
落
の
人
々
の
戸

籍
関
係
書
類
を
調
べ
て
「
部
落
に
通
婚
が
増
え
た
。
従
っ
て
差
別
は

明
ら
か
に
解
消
し
つ
つ
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
通
婚

に
、
差
別
問
題
が
か
ら
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
を
全
く

欠
い
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
は
結
婚
で
き
た
が
、
そ
の
結
婚
式
に
一

般
の
人
の
側
の
両
親
や
親
族
が
誰
一
人
と
し
て
参
列
し
な
か
っ
た
と

い
う
実
例
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
残
念
な
ら
同
氏
の
調
査
さ
れ

た
市
役
所
の
書
類
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
記
載
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
戦
前
の
旧
民
法
と
ち
が
っ
て
、
戦
後

の
新
憲
法
二
十
四
条
に
よ
り
、
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
に
よ
っ
て

成
立
し
ま
す
。
通
婚
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
な
お
そ
の
通
婚
に
差
別
の
問
題
が
決
し
て
な
く
な
っ
て
い

な
い
現
実
こ
そ
問
題
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

換
の
で
き
る
環
境
」
の
中
で
相
互
啓
発
・
相
互
学
習
を
深
め
、
そ
の
よ
う

な
ふ
れ
あ
い
を
つ
う
じ
て
、
「
地
域
同
和
」
（
住
民
融
合
）
を
促
進
す
る

「
架
け
橋
」
（
心
の
）
の
役
割
を
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
が
担
う
べ
き
で
あ

る
と
お
も
い
ま
す
。

別
が
厳
然
と
存
在
す
る
の
に
、
飯
田
氏
の
よ
う
に
部
落
解
放
運
動
を

や
め
、
同
和
行
政
を
や
め
て
し
ま
え
ば
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

差
別
を
な
く
す
た
め
の
あ
る
段
階
で
は
、
逆
に
部
落
解
放
運
動
は
さ

ら
に
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
研
究
活
動
も
同
和
対
策
の

行
政
施
策
も
さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
見
矛
盾
し

た
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

結
局
は
、
今
日
の
部
落
差
別
の
現
状
を
ど
う
見
る
か
、
そ
の
ち
が

い
が
、
こ
こ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
飯
田
氏
の
い
う
よ
う
に

「
も
う
ゴ
ー
ル
は
近
い
」
と
み
る
の
か
、
「
い
や
そ
う
と
う
走
っ
て

き
た
が
、
ま
だ
ゴ
ー
ル
は
遠
い
」
と
見
る
の
か
の
ち
が
い
で
す
。

「
差
別
は
解
消
の
方
向
に
あ
る
」
と
い
う
議
論
が
出
て
く
る
と
、
よ

く
「
差
別
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
た
」
と
反
論
し
ま
す
が
、
こ

の
反
論
の
仕
方
だ
け
で
は
「
売
り
言
葉
に
買
い
一
一
一
一
□
葉
」
と
い
う
感
じ

で
す
。
少
し
議
論
の
進
め
方
に
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
れ
な
ら
六
○

年
間
も
部
落
解
放
運
動
は
何
を
し
て
い
た
の
か
、
と
い
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
差
別
を
な
く
す
た
め
に
運
動
を
や
っ
て
き
た
わ
け
で

す
か
ら
、
当
然
、
完
全
解
放
と
い
う
「
ゴ
ー
ル
」
に
向
か
っ
て
一
歩

一
歩
近
づ
い
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
解

放
の
方
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
今
な
お
部
落
差
別
の
き
び
し
い
現
実

に
直
面
し
て
お
り
、
さ
ら
に
運
動
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
「
差
別
が
解
消
の
方
向
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と

は
一
般
的
に
い
っ
て
ま
ち
が
い
で
は
な
い
が
、
「
だ
か
ら
部
落
解
放

以
上
み
て
き
た
点
を
今
度
は
よ
り
単
純
明
解
に
主
張
し
て
い
る
の

（
２
）
 

が
、
大
阪
府
堺
市
教
組
の
主
張
で
す
。

堺
市
教
組
は
、
つ
ぎ
の
理
由
か
ら
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
に
反
対
し

ま
す
。

｜
、
部
落
問
題
は
す
べ
て
の
社
会
現
象
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
社
会

の
歴
史
的
発
展
の
一
定
段
階
に
お
い
て
発
生
し
、
発
展
し
、
消
滅
す
る

歴
史
的
現
象
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
『
現
在
、
部
落
差
別
を
生
ん
だ
封

建
制
度
は
す
で
に
な
く
、
残
さ
れ
て
い
る
「
差
別
意
識
」
も
薄
れ
つ
つ

あ
り
、
民
主
的
運
動
に
よ
っ
て
二
十
一
世
紀
ま
で
に
消
滅
さ
せ
る
展
望

が
開
け
て
い
ま
す
。
』
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
「
差
別
落
書
き
」

な
ど
を
か
き
集
め
て
未
来
永
劫
的
な
「
基
本
法
」
が
必
要
だ
と
す
る

「
解
同
」
の
主
張
は
科
学
的
根
拠
が
な
い
ば
か
り
か
部
落
差
別
の
解
消

を
い
っ
そ
う
遠
い
将
来
の
課
題
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

二
、
「
解
同
」
は
「
基
本
法
」
と
同
時
に
「
差
別
規
制
法
」
が
必
要
だ
と
し

て
い
ま
す
。
も
し
「
解
同
」
の
ね
ら
い
が
現
実
的
な
も
の
と
な
れ
ば
差

別
す
る
「
行
為
」
だ
け
で
な
く
、
差
別
す
る
「
意
図
」
「
意
識
」
が
あ

寺
守

っ
た
か
ど
う
か
が
刑
罰
の
対
象
と
し
て
追
求
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
「
意

識
」
ま
で
立
ち
入
っ
て
の
法
規
制
は
憲
法
十
九
条
の
「
思
想
及
び
良
心

の
自
由
」
を
侵
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
「
解
同
」
が
行
っ
て
き
た
多
く

の
暴
力
的
糾
弾
と
同
じ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
堺
市
教
組
の
見
解
に
つ
い
て
〉
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三
、
「
解
同
」
が
「
基
本
法
」
の
制
定
を
要
求
す
る
背
景
に
は
、
年
間
二
兆

円
の
国
費
と
そ
れ
を
上
ま
わ
る
地
方
自
治
体
の
出
費
を
つ
ぎ
こ
ん
で
き

た
同
和
事
業
の
法
的
措
置
で
あ
る
地
対
法
の
期
限
切
れ
を
一
年
半
先
に

ひ
か
え
て
肥
大
化
し
、
乱
脈
、
不
公
正
な
同
和
行
政
と
利
権
の
永
続
化

を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

９「部落解放基本法」反対論の検討

こ
こ
は
曰
共
・
全
解
連
の
論
理
が
要
約
さ
れ
て
の
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
部
落
差
別
を
生
ん
だ
封
建
制
度
は
も
は
や
存
在
し
な

い
、
現
在
、
残
さ
れ
て
い
ろ
「
差
別
意
識
」
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
、
民

主
的
運
動
に
よ
っ
て
二
十
一
世
紀
ま
で
に
消
滅
さ
せ
る
展
望
が
開
け

て
い
ろ
、
と
い
う
の
で
す
。
底
ぬ
け
の
楽
観
主
義
・
空
想
主
義
と
言

う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
こ
う
で
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
現
実
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
を
見
ず
に
（
い
や
正
し
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い

た
め
で
す
が
）
こ
う
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
人
々
も

沢
山
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
先
の
よ
う
な
曰
共
・
全
解
連
の
文
書
が
ま

か
り
通
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
部
落
差
別
の
現
実
を
知
っ
て
い

る
人
な
ら
、
何
と
け
し
か
ら
ん
こ
と
を
言
っ
て
い
ろ
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
国
民
の
多
く
が
、
今
日
の
部
落
差

別
の
現
実
・
実
態
に
つ
い
て
正
し
く
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
十
分

な
認
識
の
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
伊

豆
の
熱
川
温
泉
で
火
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
こ
れ
を
素

早
く
報
道
し
多
く
の
国
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ

ろ
の
か
と
い
う
課
題
が
人
々
の
中
に
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。
国
民
の
中
に
あ
る
部
落
差
別
に
対
す
る
無
知
、
お
く
れ

た
意
識
に
迎
合
す
る
形
で
「
基
本
法
」
反
対
論
を
展
開
し
て
い
る
の

が
、
曰
共
や
全
解
連
の
主
張
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
遅
れ
た
意
識

層
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
こ
れ
に
迎
合
し
て
、
選
挙
の
票
に

し
て
い
く
と
い
う
手
口
は
部
落
差
別
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト

ラ
イ
キ
な
ど
労
働
運
動
の
場
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

最
近
『
い
ま
部
落
差
別
は
Ｉ
命
・
愛
・
人
権
』
と
い
う
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
作
成
配
布
さ
れ
、
各
方
面
で
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
基
本
的
な
部
落
差
別
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
く
と
り
く
み
が
、

曰
共
・
全
解
連
の
「
見
解
」
を
論
破
す
る
な
に
よ
り
の
前
提
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
、
常
に
部
落
内
の
「
ね
た
子
を
起
こ
す
な
」
の
考
え

方
の
人
々
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
て
、
一
種
の
た
め
ら
い
が
あ
り
ま

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
し
て
も
生
々
し
い
差
別
の
事
実
を
伝
え
た
い
が
、

当
事
者
が
「
ね
た
子
を
起
こ
す
な
」
の
考
え
方
で
、
報
道
す
る
こ
と
に

ク
レ
ー
ム
を
つ
け
ら
れ
て
は
と
の
心
配
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
つ
て
一
九
五
七
（
昭
和
一
一
三
）
年
九
月
に
『
週
刊
朝
日
』
が

〃
部
落
を
解
放
せ
よ
〃
と
爆
弾
的
な
特
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
当
時
、
私
自
身
が
そ
の
週
刊
誌
を
見
て
大
へ
ん
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
部
落
内
に
「
ね
た
子
を
起
こ
す

な
」
と
い
う
考
え
方
の
保
守
層
の
勢
力
が
強
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ

を
ど
う
克
服
す
る
か
が
、
部
落
解
放
運
動
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
わ
け

ミ
の
果
た
す
大
き
な
役
割
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
常
々

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
部
落
差
別
事
件
は
マ

ス
コ
ミ
の
い
う
「
事
件
」
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
部
落
差
別
事
件
が
一
一
ニ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ

た
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
や
火
事
な
ど
と
同
様

に
、
結
婚
差
別
や
差
別
落
書
な
ど
を
も
っ
と
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ

た
ら
、
国
民
の
意
識
状
況
は
も
っ
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
差
別
事
件
は
毎
日
各
地
で
お
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
ま
た
ま

そ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
な
い
た
め
に
、
国
民
は
知
ら
な
い
だ

け
な
の
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
と
と
も
に
学
校
の
先
生
方
の
果
た
す
役
割
も
重

要
で
す
。
教
師
が
教
室
の
中
で
ど
れ
だ
け
部
落
差
別
事
件
を
子
ど
も

た
ち
に
教
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
教
え
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
具
体
的
な
部
落
差
別
の
事
実
を

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
実
践
の
強
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
部
落
解
放
運
動
の
幹
部
活
動
家
に
つ
い
て
も
、
差
別

事
件
を
重
視
し
て
大
衆
に
接
し
て
い
る
か
ど
う
か
反
省
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
部
落
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
次
の
段

階
の
話
を
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
部
落
差
別
と
い
う
も
の
、
過
去
の
差
別
体
験
や
現
在
の
差
別

の
実
態
と
い
う
も
の
を
、
常
に
具
体
的
に
説
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
、
で
は
こ
の
部
落
差
別
の
現
実
を
ど
う
す

で
す
。
部
落
解
放
運
動
に
立
ち
上
が
り
、
支
部
が
結
成
さ
れ
、
荊
冠

旗
が
な
び
く
と
い
う
こ
と
は
、
部
落
民
宣
言
を
行
い
、
「
エ
タ
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
う
る
時
が
き
た
」
（
水
平
社
宣
言
）
と
の
自
覚
に
立
っ

て
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
最
初
の
運
動
へ
の
ふ
み
き
り
が
、
実
は
最

も
し
ん
ど
か
つ
た
の
で
す
。
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
の
再
出
発
を
ふ

り
返
っ
て
み
て
も
、
他
の
労
働
運
動
や
民
主
運
動
と
比
べ
る
と
昭
和

二
○
年
代
は
こ
の
壁
に
は
ば
ま
れ
て
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
す
。
’

九
五
五
年
に
部
落
解
放
同
盟
に
改
称
す
る
頃
か
ら
、
「
ね
た
子
を
起

こ
す
な
」
の
考
え
方
を
克
服
し
、
大
衆
的
な
部
落
解
放
運
動
が
全
国

的
に
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
ろ
と
、
日
共
・
全
解
連
の
主
張
は
、
「
ね

た
子
を
起
こ
す
な
」
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
丑
松
思
想
」
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
「
赤
旗
」
や
「
民
主
新
報
」
、
「
解
放
の
道
」

を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
が
、
そ
こ
に
は
解
同
へ
の
悪
口
記
事
は
あ

っ
て
も
、
部
落
差
別
事
件
の
記
事
は
め
っ
た
に
の
り
ま
せ
ん
。
内
閣

同
対
審
答
申
は
「
心
理
的
差
別
」
と
「
実
態
的
差
別
」
の
二
つ
に
わ

け
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
「
心
理
的
差
別
」
は
も
は
や
問
題

に
な
ら
ず
、
た
だ
「
実
態
的
差
別
」
が
少
し
残
っ
て
い
る
と
い
う
程

度
の
認
識
な
の
で
す
。
だ
か
ら
「
新
た
な
五
年
程
度
の
時
限
立
法
」

で
、
部
落
差
別
が
完
全
に
な
く
な
る
と
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

私
た
ち
は
そ
う
は
考
え
ま
せ
ん
。
た
と
え
環
境
改
善
が
進
み
「
実

態
的
差
別
」
の
解
消
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
「
心
理
的
差
別
」
Ⅱ
差
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別
事
件
の
解
決
、
克
服
に
は
な
か
な
か
時
間
が
か
か
る
、
と
い
う
考

え
方
を
し
て
い
ま
す
。
結
局
は
、
部
落
差
別
は
ど
ん
な
現
状
に
あ
る

の
か
と
い
う
認
識
、
事
実
認
識
の
評
価
の
問
題
に
な
り
ま
す
。
百
の

議
論
の
前
に
具
体
的
な
部
落
差
別
の
現
実
を
ど
ん
ど
ん
突
き
つ
け
て

い
け
ば
、
こ
ん
な
「
ね
た
子
を
起
こ
す
な
」
の
考
え
、
丑
松
思
想
に

の
っ
か
っ
た
曰
共
・
全
解
連
の
論
理
は
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
意
味
か
ら
も
部
落
差
別
の
具
体
的
事
実
を
国
民
の
前
に
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
が
根
本
的
で
す
。

次
に
、
村
崎
氏
の
い
う
「
三
つ
の
論
点
」
に
か
か
わ
っ
て
検
討
を

加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
「
半
永
久
法
か
事
業
法
か
」

と
い
う
一
一
者
択
一
を
せ
ま
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
問

題
の
立
て
方
自
体
が
ま
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
正
し
く
は
「
普
通
の
法

律
か
例
外
的
な
法
律
か
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
ど
ん
な
法
律
も

通
常
は
期
限
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
民
法
も
刑
法
も
労
働
基
準
法
も

教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
も
み
ん
な
期
限
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
例
外
的
に
期
限
付
き
の
法
律
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
僻
地
振

興
法
や
産
炭
地
振
興
法
な
ど
の
特
別
措
置
を
規
定
し
た
法
律
で
す
。

普
通
の
法
律
は
期
限
が
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
日
共
・

全
解
連
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
す
べ
て
「
半
永
久
法
」
と
い
う
こ
と

に
実
現
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
困
難
さ
を
も
っ
た
要
求
で
も
あ
り

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
部
落
解
放
基
本
法
」
と
い
う

の
は
、
「
解
放
が
目
的
、
事
業
は
手
段
」
と
い
う
運
動
本
来
の
原
則

を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
内
閣
同
対
審
答
申
の
精

神
の
法
制
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
答
申
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
意
見
書
で
あ
り
、
法
的
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
は
「
答
申

完
全
実
施
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
い
わ
ば
答
申
に
法
律
的
役
割
を
果

た
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
二
○
年
が
経
過
し
、
政
府
の
「
答

申
尊
重
」
の
姿
勢
も
ゆ
ら
い
で
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
法
治
国
家
で

あ
る
以
上
、
答
申
の
精
神
を
法
制
化
し
、
行
政
の
姿
勢
に
よ
っ
て
立

つ
基
盤
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
本
来
は
内
閣
同
対
審
答
申
が
出
さ
れ
た
直
後
に
作
っ
て
お
く
べ

き
性
格
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
政
府
の
同
和
対
策
協
議
会
も
「
同

和
対
策
基
本
法
案
」
の
原
案
を
審
議
し
て
い
た
こ
と
を
磯
村
英
一
氏

も
証
言
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
大
蔵
当
局
か
ら
「
事
業
」
の
二
文

字
を
入
れ
る
よ
う
強
く
要
求
さ
れ
、
与
党
の
自
民
党
か
ら
は
「
特
別

措
置
法
に
せ
よ
」
と
い
わ
れ
、
す
っ
た
も
ん
だ
の
あ
げ
く
、
実
際
に

制
定
さ
れ
た
の
は
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
で
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
’
九
六
九
年
七
月
一
○
日
の
こ
と
で
す
。

今
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
特
別
措
置
法
は
そ
れ
は
そ
れ
で
活
用
し
な

が
ら
、
同
時
に
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
を
ね
ば
り
強
く
政
府
に

迫
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
の
強
調
が
弱
か

一
一
、
三
つ
の
論
点
へ
の
批
判

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「
半
永
久
法
か
事
業
法
か
」
の
論
理
は
、

事
業
法
と
基
本
法
を
混
同
し
て
い
ま
す
。
特
別
措
置
法
と
い
う
事
業

法
は
、
ま
さ
に
〃
特
別
な
法
律
〃
な
の
で
す
か
ら
、
期
限
が
付
け
ら

れ
、
そ
の
期
間
内
は
特
別
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
ま
す
。
期
限
の
な
い

事
業
法
、
特
別
措
置
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
基
本
法
に
期
限
が

付
い
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
未
来
永
劫
を
意
味
し
ま
せ

ん
。
日
本
の
万
世
一
系
の
天
皇
制
は
未
来
永
劫
続
く
も
の
と
う
た
っ

た
帝
国
憲
法
で
も
、
存
続
し
た
の
は
六
○
年
で
す
。
部
落
問
題
が
解

消
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
廃
止
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

曰
共
・
全
解
連
は
、
解
同
の
「
基
本
法
」
要
求
を
事
業
法
的
に
し

か
理
解
で
き
ず
、
半
永
久
的
な
事
業
法
を
求
め
て
い
ろ
と
勝
手
に
決

め
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
半
永
久
的
に
同
和
事
業
を
続
け
利
権
あ

さ
り
を
し
た
い
た
め
で
あ
る
と
、
か
っ
て
な
解
釈
を
す
る
。
部
落
の

完
全
解
放
を
真
剣
に
考
え
な
い
彼
ら
に
は
、
今
、
な
ぜ
部
落
解
放
基

本
法
な
の
か
が
全
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
百
歩
譲
っ
て
彼
ら

の
言
う
よ
う
に
「
同
和
事
業
に
し
が
み
つ
く
」
こ
と
が
ね
ら
い
な

ら
、
「
基
本
法
」
制
定
要
求
よ
り
も
現
行
法
の
単
純
延
長
や
強
化
延

長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
方
が
有
利
で
現
実
的
で
し
ょ
う
。
現
に

全
日
本
同
和
会
は
現
行
法
の
単
純
延
長
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

で
は
な
ぜ
「
部
落
解
放
基
本
法
」
を
要
求
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

は
ど
ん
な
法
律
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
時
間
が
か
か

る
し
、
現
行
法
と
ち
が
っ
た
新
し
い
法
律
の
制
定
で
す
か
ら
、
す
ぐ

っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
当
時
と
し
て
は
、
部
落
の
環
境
は
本
当

に
劣
悪
で
早
急
に
環
境
改
善
に
取
り
組
ま
す
必
要
も
あ
り
、
｜
「
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
に
落
ち
着
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、
同

和
事
業
が
次
々
と
取
り
組
ま
れ
て
い
く
と
、
「
解
放
が
目
的
・
事
業

が
手
段
」
と
い
う
原
則
が
つ
い
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
り
、
同
和
事
業

が
目
的
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
延
長
線
上
に
利
権
問
題
や
エ
セ
同
和

の
出
現
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
政
府
の
同
和
対
策
は
環
境
改

善
な
ど
の
物
的
施
策
に
わ
い
小
化
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
傾
向
が
助
長

さ
れ
た
面
も
あ
り
ま
す
。
政
府
の
同
和
予
算
の
八
○
％
以
上
が
建
設

省
や
厚
生
省
の
施
設
関
係
補
助
金
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
や

教
育
。
啓
発
の
予
算
は
ほ
ん
と
に
微
々
た
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
四

年
前
に
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
に
衣
替
え
す
る
に
い
た
っ

て
、
そ
の
名
称
が
示
す
ご
と
く
、
端
的
に
地
域
改
善
と
い
う
環
境
改

善
施
策
が
前
面
に
出
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
ふ
ま
え
、
部
落
解
放
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て

原
則
。
原
点
に
戻
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
ら
た
め
て
部
落
差
別

を
問
題
に
し
、
あ
く
ま
で
部
落
差
別
か
ら
の
解
放
が
目
的
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
環
境
改
善
で
あ
り
、
奨
学
金
な
ど
の
奨
励
施
策
な
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
同
和
対
策
事
業
の
み
で
部
落
解
放
が
実
現
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
Ｃ
部
落
解
放
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
加
え

教
育
・
啓
発
の
と
り
く
み
や
法
的
規
制
な
ど
の
法
制
面
の
整
備
そ
し

て
広
範
な
国
民
運
動
の
推
進
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
原
点
に
戻
っ



● 
1２ ｢部落解放基本法」反対論の検討1３ 

て
問
題
を
立
て
る
こ
と
を
行
政
に
対
し
、
世
論
に
対
し
、
何
よ
り
も

部
落
大
衆
に
対
し
提
起
し
、
要
求
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
部
落

解
放
の
原
点
を
問
い
直
し
、
運
動
の
質
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
る
こ

と
も
ふ
く
め
て
、
あ
ら
た
め
て
部
落
差
別
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で

す
。
昨
年
が
内
閣
同
対
審
答
申
二
○
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
内
外
の
人
権
世
論
の
盛
り
上
が
り
を
条
件
に
、
「
部
落
解

放
基
本
法
」
制
定
要
求
の
一
大
国
民
運
動
を
提
起
し
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
二
○
年
前
と
比
べ
ろ
と
運
動
や
人
権
世
論
の
広
が

り
は
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
格
段
の
発
展
が
あ
り
、
い
ま
こ
そ

「
基
本
法
」
制
定
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
の
運
動
側
の
判
断
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
基
本
法
」
制
定
闘
争
の
勝
利
の
カ
ギ
は
、
過
去
の
と
り
く

み
に
よ
り
こ
れ
だ
け
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
こ
ん
な
に

厳
し
い
部
落
差
別
の
現
実
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
徹
底
的
に

訴
え
て
い
く
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日
共
・
全
解
連
は
、
差
別
事
件
を
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
取
り

上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
「
差
別
落
書
き
な
ど
は
す
ぐ
に
消
せ
ば
よ
い
」
し

「
通
婚
が
進
ん
で
い
ろ
」
と
差
別
の
現
実
を
軽
視
し
て
い
ま
す
。
ま

た
一
部
の
先
進
的
な
地
域
の
成
果
に
幻
惑
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

全
国
に
は
ま
だ
ま
だ
環
境
改
善
す
ら
進
ん
で
い
な
い
地
域
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
こ
の
現
実
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。

次
に
第
二
の
論
点
の
「
同
和
行
政
へ
の
依
存
か
自
立
か
」
と
い
う

ま
た
彼
ら
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
通
り
、
□
で
は
「
行
革
反
対
」
を

唱
え
な
が
ら
、
こ
と
同
和
行
政
に
関
し
て
は
地
方
行
革
を
先
取
り
誘

導
し
、
政
府
・
自
民
党
を
喜
ば
せ
、
大
い
に
助
け
、
そ
の
手
先
に
な

り
さ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
法
打
ち
切
り
、
同
和
行
政
削
減
へ
の
理

論
を
提
供
し
て
い
ろ
。
特
に
法
打
ち
切
り
論
者
を
喜
ば
せ
て
い
る
の

は
、
同
和
行
政
Ⅱ
「
格
差
是
正
」
論
で
あ
り
、
一
般
行
政
へ
の
移
行

論
で
す
。
部
落
は
一
般
よ
り
低
い
水
準
に
あ
る
か
ら
、
格
差
是
正
の

た
め
に
同
和
行
政
が
あ
る
と
い
う
が
、
む
し
ろ
「
一
般
水
準
」
を
問

題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
実
は
こ
の
一
般
水
準
自
身

が
低
く
て
問
題
な
の
で
す
。
だ
か
ら
少
し
部
落
の
方
が
水
準
が
上
が

る
と
「
ね
た
み
」
意
識
が
助
長
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
道
路
幅
の

改
善
を
例
に
と
れ
ば
、
生
活
道
路
と
し
て
は
何
ｍ
幅
が
適
切
な
の
か

と
い
う
、
あ
る
べ
き
水
準
と
い
う
も
の
を
出
し
て
施
策
の
あ
り
方
を

論
議
す
べ
き
な
の
で
す
。
映
画
「
人
間
み
な
兄
弟
」
の
冒
頭
に
「
道

が
あ
る
。
細
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
部
落
が
は
じ
ま
る
」
と
い
う
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
例
え
ば
部
落
の
道
が
幅
２
ｍ
で

一
般
の
道
が
４
ｍ
だ
と
し
ま
す
。
生
活
道
路
の
幅
員
は
６
，
幅
が
適

切
だ
と
さ
れ
て
い
れ
ば
、
部
落
の
道
を
４
ｍ
広
げ
て
６
辺
幅
に
し
、

一
般
の
道
を
２
ｍ
広
げ
て
６
ｍ
に
そ
ろ
え
る
の
が
適
切
な
や
り
方
で

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
日
共
・
全
解
連
は
６
，
幅
と
い
う
も
の
を
問
題

に
せ
ず
、
一
般
の
４
，
幅
の
道
路
を
理
想
化
し
、
部
落
の
道
を
２
ｍ

か
ら
４
，
幅
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

点
に
関
し
て
で
す
。
今
、
問
題
な
の
は
「
依
存
か
自
立
か
」
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
に
同
和
行
政
を
要
求
す
る
こ
と
は
依

存
で
は
な
く
、
権
利
と
し
て
の
要
求
で
す
。
権
利
と
し
て
要
求
し
、
国

・
行
政
の
責
任
を
と
ら
せ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
は
内
閣

同
対
審
答
申
が
は
っ
き
り
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
明
治

の
大
政
官
布
告
は
形
式
的
な
解
放
令
で
あ
り
、
実
質
的
な
解
放
を
保

障
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
が
今
日
ま
で
部
落
差
別
を
残
し

た
大
き
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
百
年
の
遅
れ
を
十
年
で
と

り
か
え
す
べ
く
国
の
責
務
を
は
っ
き
り
と
う
た
っ
た
わ
け
で
す
。
国

家
責
任
に
お
い
て
、
国
民
的
課
題
と
し
て
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め

に
全
力
を
尽
す
べ
き
だ
と
し
ま
し
た
。
運
動
側
の
自
力
、
自
闘
と
い

う
こ
と
と
行
政
側
に
行
政
責
任
を
と
ら
せ
ろ
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
し

ま
せ
ん
。
こ
の
矛
盾
し
な
い
も
の
を
矛
盾
さ
せ
て
い
る
の
が
日
共
。

全
解
連
で
す
。
飯
田
論
文
は
そ
の
典
型
例
で
す
。
全
国
水
平
社
の
宣

言
の
い
う
通
り
、
自
主
解
放
、
自
力
・
自
闘
と
い
う
こ
と
が
解
放
運

動
の
原
則
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
行
政
交
渉
が
終
っ
た
ら
、
部
落
大
衆

に
対
し
て
言
っ
て
い
ま
す
。
行
政
が
部
落
解
放
を
し
て
く
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
部
落
民
自
ら
の
団
結
と
闘
い
、
共
同
闘
争
や
国
民
的
な

運
動
の
力
こ
そ
が
解
放
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
こ
の
こ

と
と
、
行
政
に
対
し
て
、
部
落
解
放
の
条
件
を
と
と
の
え
さ
せ
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
こ
と
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飯
田
氏
は
こ
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

す
。
そ
し
て
部
落
の
道
路
を
６
ｍ
に
す
る
と
「
逆
差
別
」
に
な
る
と

反
対
す
る
わ
け
で
す
。

ま
ず
、
適
正
規
準
と
い
う
も
の
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け

で
す
が
、
行
政
側
に
も
消
極
姿
勢
が
あ
り
、
施
策
の
改
善
は
で
き
る

だ
け
小
規
模
な
も
の
に
留
め
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
最
近

の
「
臨
調
・
行
革
」
の
中
で
は
、
こ
の
低
い
一
般
水
準
す
ら
切
り
下

げ
て
来
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
ん
な
中
で
同
和
行
政
の
削
減
・
廃

止
、
｜
般
行
政
へ
の
移
行
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
行
革
の
嵐
に
む
か

っ
て
窓
を
開
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「
自
助
努
力
」
を
説
く
行
革
の
論
理
と
、
同
和
行
政
の
今
後
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
ら
た
め
て
社
会
保
障
全
般
に
つ

い
て
の
理
論
づ
け
と
展
開
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
曰
共
・
全
解
連
の

社
会
保
障
論
を
き
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
第
三
の
論
点
と
さ
れ
て
い
ろ
「
法
規
制
か
自
由
な
啓
発

か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
こ
れ
も
先
の
論
点
と
同

様
、
本
来
、
矛
盾
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
矛
盾
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
悪
質
な
差
別
行
為
に
対
し
、
法
規
制
す
る
と
い
う
こ
と

と
啓
発
活
動
を
進
め
ろ
と
い
う
こ
と
は
全
く
矛
盾
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
昨
年
十
月
に
成
立
し
た
大
阪
府
の
「
興
信
所
探
偵
社
等
規
制
等
に

関
す
る
条
例
」
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
法
規
制
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
多
く
の
誤
解
が
あ
り
ま
す
が
、
法
規
制
と
い
う
の
は
非
常
に
広

い
内
容
を
含
ん
だ
言
葉
で
あ
り
、
即
、
強
権
発
動
や
処
罰
で
は
あ
り






